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令和７年度の学校評価について  

令和７年度の学校評価がまとまりましたので、お知らせいたします。アンケート調査等に係るご協

力をいただきありがとうございました。この学校評価を令和８年度に生かし、「一人一人が輝き し

んか（進化・深化・新化）する大谷小学校」を目指します。今後とも、本校の教育活動にご協力い

ただきますようお願いいたします。  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標「心豊かでたくましい子の育成」 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校評価（教職員自己評価・児童・保護者アンケートから） 

【達成】 

（１） 教職員自己評価は、殆どの項目で A＋B＝９０％以上で、今年度の取組は、総合的に概ね良

好な評価とすることができるものであり、一定の成果を上げることができたと考える。 

（２） 「⑧本校教員は、「目指す教師像」に示された教職員として教育活動に取り組んでいる。」で

は、A+B=100%に達し、成果を上げることができた。 

（３） 「⑫学校は、児童一人一人の学力を伸ばすため、粘り強く指導している。」「⑭学校は、学習

規律を身に付け、授業の前には学習用具をそろえるよう指導している。」 「㉔学校は、一人一

人が活躍できる学校行事を考え、取組を行っている。」では、A+B=100%である。また、児童・

保護者アンケートにおける教員に対する評価は９割を超えているものもあり、全体的に高い。教

職員の児童に対する指導や支援について一定の成果を上げることができた。 

（４） 「㉚学校は、学校だよりや HP を通して、校内の情報を積極的に地域・保護者に提供してい

る。」「㉛学校は、コミュニティ・スクールとしての取組を着実に行っている。」では、A+B=100%

に達し、開かれた学校づくりにおいて、成果を上げることができた。 

（５） 「㉜学校は、管理職や教職員間の「報告・連絡・相談・確認」を徹底している。」「㉝学校は、

教職員の服務の厳正を図り、風通しのよい職場づくりに努めている。」の評価は A+B=100%

である。学校が組織として働き、風通しの良い職場づくりに努め、一定の成果を上げることがで

きた。 



（６） 「㉟学校は、働き方改革の推進を図り、メリハリをつけて仕事を進めている。」「㊱学校は、

『働きやすい』・『働きがいのある』職場環境の推進に努めている。」の評価は、９割を超えてい

て、学校全体として、働き方改革において、一定の成果を上げることができた。 

【課題】 

（１） 保護者回答「⑦ 子どもは、家で脱いだ靴を、きちんと揃えることができる」の A＋B＝４９％、 

児童の回答「⑬ 靴のかかとをそろえている」の A＋B＝８２．４％の評価であった。保護者と児童

のポイントに差があり、保護者ポイントは６ポイント減少していることが課題である。 

（２） 児童の回答「④自分の考えをよく発表している」の A＋B＝６２．９％の評価であり、昨年度か

ら４．７ポイント上昇し、一定の成果が見られるが、全体としては８割に達していないことから課題

として考えられる。 

（３） 保護者の回答「③ 子供は、外遊びや運動に積極的に取り組んでいる」の A＋B＝７７．８％、

同項目児童の回答では、A＋B＝６３．６％の評価であり、８割に達していないため課題である。 

（４） 児童の回答「⑫机やロッカーの中を整理整頓している」の A＋B＝７１．２％の評価であり、昨

年度から、１．８ポイント微増しているが８割に達していないため課題である。 

【令和８年度に向けて】 

（１） 教育活動全体において、主任を中心とした分掌や学年等の組織を生かした学校経営・学校

運営を引き続き行う。 

（２） 教職員の研修を充実させながら指導力の向上を図り、チャイムで始まりチャイムで終わる授

業、児童の実態を把握した「わかる授業」を充実させる。日々の授業の中で、指導方法の工夫

改善を行い、児童の学力を伸ばしていく。 

（３） 相手の気持ちを考えた丁寧な言葉遣いや、整理整頓、靴そろえについて、大切さを伝えなが

ら実践できるように指導していく。 

（４） 校務分掌組織の見直し、日課や年間行事予定の見直し等を進め、教職員が児童と向き合う

時間を確保していけるよう、引き続き取り組んでいく。 

 

学校関係者評価 

学校運営協議会委員を学校関係者評価委員として、本校の学校評価について、以下のような
ご意見等をいただきました。 

(1) 教職員の自己評価は全体的に高い評価である。また、保護者・児童アンケートにおいても同

様である。全体の評価にも表れているように、教職員一人一人が児童のための教育活動を

行うことができていると感じている。 

(2) 児童アンケートを見ると、「自分の考えをよく発表している」の項目が低く、自分の意見を進

んで伝えることができる児童の育成が必要である。社会にでた時に言語や違った環境にい

る人たちとも自分の考えを伝え、折り合いをつけていく力が今後ますます必要になってくる。

教職員は、課題解決のために、授業だけではなく、 教育活動の中で、伝える力が着実に身

につくよう、工夫を凝らしていくことが重要だと考える。 

(3) 教職員の自己評価では、保健指導・食育指導・感染症対策等、健康教育に繋がる項目の評

価が高い。地道な取組が実績に繋がっていると感じている。 



(4) 小中一貫教育も始まるが、家庭は家庭で責任をもって育てることは大切である。教員はお互

いに授業を見て指導力を向上させ、教員の個性を生かしながら児童に接し、引き続き児童

の育成に心掛けていてほしい。 

(5) いろいろな教育活動の取組が児童の成長に相乗効果ででてくるのではないか。大谷アクシ

ョンプラン等の体験活動も引き続き行い、教育活動をマネジメントする必要があるのではな

いかと感じている。 

アンケートへのご協力ありがとうございました。今年度の学校評価を
活かし、令和８年度の学校教育活動に繋げてまいります。 


